
第１号議案 

平成２０年度事業報告 
 
１ ネットワーク形成事業 
（１）理事会・通常総会（補助対象外） 
  九州地域バイオクラスター推進協議会の平成１９年度事業・決算報告、平成２０年度

事業計画・予算（案）、役員等について審議を行うため理事会・通常総会を開催。また、

講演（連携促進事業：九州地域バイオベンチャーフォーラム）、交流会を開催。 
  ○日程：平成２０年６月５日（木）１４：００～１８：００ 
    14:00-15:00 理事会（３階 リゲル） 
    15:00-16:00 総会（１階 アルゴス） 
        16:10-17:00 講演（１階 アルゴス） ※九州地域バイオベンチャーフォーラム 
    17:00-18:00 交流会（１階 ナビスＡ） 
  ○場所：ＪＡＬリゾートシーホークホテル福岡 
       （福岡市中央区地行浜２－２－３） 
 
（２）クラスターマネージャー配置事業 
  九州地域バイオクラスター計画の深化と連携拡大を図るため、クラスター活動を総括

する統括クラスターマネージャー（ＣＭ）及びサブ・クラスターマネージャー(ＳＣＭ)
を配置し、地域に密着した事業化支援活動等を実施した。 
  ○ＣＭ 九州大学特任教授 深見 克哉（４月～） 
    （活動実績：７４日（３月末時点）） 
  ○ＳＣＭ ㈱果実堂 先行技術・新事業推進室長 畠山 稔（４～９月） 
    （活動実績：２０日（９月末時点）） ※９月辞任 
  ○ＳＣＭ （独）中小企業基盤整備機構 九州支部 九州地域支援事務局 

プロジェクトマネージャー 藤崎 弘之（１０月～） 
    （活動実績：２５日（３月末時点）） 

○ＳＣＭ ㈱ベジセレクト 
代表取締役 池田 透 ＣＥＯ（１２月～） 

    （活動実績：１８日（３月末現在） 
 
（３）企画運営委員会(ネットワーク強化委員会)事業 
  ネットワークの強化・拡大を図るため、協議会の活動・運営の方向性、関連事業等の

実施方針、部会活動等の検討を行った。 
  ＜第１回企画運営委員会＞ 
  ○日程：平成２０年５月１４日（水）１３：３０～１５：３０ 
  ○場所：KKRホテル熊本 ３階市房 



  ○主な議題：平成１９年度事業報告・収支決算報告 
        平成２０年度事業計画・収支予算案 
 
  ＜第２回企画運営委員会＞ 
  ○日程：平成２１年１月２６日（月） 
  ○場所：ホテルニューオータニ熊本 ２階 せきれい 
  ○主な議題：平成２０年度事業進捗状況報告 
        平成２１年度事業計画提案 
 
（４）地域間ネットワーク強化・構築事業(補助対象外） 
  九州各県・政令市、団体等のバイオ関連産業担当者が保有する情報を共有化し、担当

者間連携を促進するため、九州地域バイオ関連産業担当者連絡会議を開催。 

  ○開催日時：平成２０年７月２２日（火）～２３日（水） 

         ７/２２（火）：１３：３０～１７：００ 担当者会議 

                １７：３０～１９：００ 交流会 

         ７/２３（水）：１０：００～１１：３０ 施設見学 

  ○場  所：担当者会議 熊本県庁８０３会議室 

        施設見学 くまもと大学連携インキュベーター 

  ○参加者：九州各県、政令市等、産業支援機関から２９名参加 

 

（５）ワーキンググループ（部会）設置事業 

  企画運営委員会のもとに、「九州地域バイオクラスター計画」推進に向けたより具体的

な事業の検討等を行うためワーキンググループの設置・運営を行った。平成２０年度は、

「マーケティング部会」を設置し、協議会として実施する販路開拓支援事業の方向性に

つき審議し企画運営委員会に対して提言を行った。 

 ＜第１回マーケティング部会＞ 
  ○日程：平成２０年１０月２３日（木）１３：３０～１６：３０ 
  ○場所：ホテルニューオータニ熊本 ３階 彩雲の間 
  ○主な審議事項： 
    ・部会長選出 ・機能性・健康食品販売上の課題討議 
    ・協議会とし取り組むべき販路開拓支援事業の方向性 
 
＜第２回マーケティング部会＞ 
  ○日程：平成２０年１２月１日（火）１３：３０～１５：３０ 
  ○場所：ホテルニューオータニ熊本 ２階 梅の間 
  ○主な審議事項： 



    ・平成２１年度度販路開拓支援事業に関する企画運営委員会への提言（案）審議 
    ・平成２１年度のワーキングテーマ審議 
 
＜第３回マーケティング部会＞ 
  ○日程：平成２１年２月１０日（月）１３：３０～１５：３０ 
  ○場所：ホテルニューオータニ熊本 ２階 梅の間 
  ○主な審議事項： 
    ・企画運営委員会の審議結果報告 
    ・平成２１年度のワーキングテーマ審議 
 
（６）九州地域バイオ関連企業等データデータベースの作成・運営(補助対象外) 
  平成１９年度に作成した九州地域内のバイオ関連企業等情報をアップデート・充実し、

会員企業にＩＤを発行してホームページ上で活用できるシステムの構築を行った（平成

２０年７月８日運用開始。会員にＩＤ、ＰＷ送付済）。 
 ○企業情報、大学技術シーズ、大学特許情報等 合計 ５８件のデータ登録 
  ・企業ＤＢ登録件数：１８件 
  ・大学技術シーズ登録件数：８件 
  ・大学特許情報３２件 
     ※平成２１年３月３１日現在 
 
（７）ネットワーク形成展示会出展事業 
日本全国のクラスターが一堂に会し、その活動・成果をＰＲするとともに、各地域のク

ラスター間の連携を促進する趣旨で開催された「クラスタージャパン２００８」に出展し、

九州地域バイオクラスター推進協議会のＰＲ、ネットワーク形成のための活動を実施。 

＜開催概要＞ 

○名称：クラスタージャパン２００８（Cluster Japan 2008） 

○主催：経済産業省、文部科学省 

○開催日程：平成２０年１２月２日（火）～１２月３日（水）  

○開催場所：パシフィコ横浜 

○出展団体：８６団体（全国各地のクラスター協議会、大学、産業支援機関等） 

○来場者数：約１万人（主催者発表：速報値） ○ﾌﾞｰｽ来訪者数：９０人  

 
２ 新事業創出支援事業 
（１）機能性評価ネットワーク構築事業 

平成２１年度からＣＭ、ＳＣＭ等による本格的な機能性評価相談に活用する準備段階

として、また、簡易なものについては会員自らが情報検索可能な体制整備のため、平成



１９年度事業で調査した九州内の公設試、試験研究機関、大学等の成分分析、機能性評

価試験対応項目等につき協議会のＨＰ上で運用可能なデータベース構築を行った（平成

２１年４月より運用開始予定）。 

 

（２）提案公募型農商工連携等研究会設置事業 

協議会会員相互の協力による具体的な農商工連携等のテーマに基づく新商品開発等に

向けた研究会の設置・運営を支援するため、会員への公募により２件を採択し委託契約

後、各研究会を実施した。 

  ○採択案件 

   ・㈱久留米リサーチパーク 

「カメリア属の機能性成分に関する研究開発及び商品開発」 

   ・㈱メディック・メディアエコロジープロジェクト 

   「機能性食品マコモダケを原料としたダイエット食品の開発」 

  ○研究会等開催・実施期間：平成２０年９月～平成２１年１月 

 

（３）ＩＭと弁理士・弁護士とのネットワーク構築事業 

バイオ関連インキュベータを弁理士・弁護士等の外部専門家が訪問し、インキュベー

ションマネージャーが取り組んでいる入居企業等の課題を協力して解決するため下記の

とおり開催した。 

○久留米会場 

   日 時：１１月７日（金）１５：００～１７：３０ 

  会 場：ハイネスホテル・久留米 

  講 師：柴田 耕太郎 弁護士、梶原 克彦 弁理士 

  参加者：２０名（久留米地域のｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ、科学技術ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、大学関係

者等） 

○鹿児島会場 

  日 時 １１月１７日（月）１４：３０～17：30              

会 場 ソフトプラザかごしま 

講 師 田畠 光一 弁護士、東 和博 弁理士 

参加者：１０名（鹿児島地域のｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ、科学技術ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、大学関係

者等） 

○長崎会場 

  日 時 １１月２８日（金）１５：００～１７：３０ 

  会 場 ながさき出島インキュベータ（D-FLAG) 

  講 師 成瀬 裕 弁護士、越智 豊 弁理士 

参加者：１７名（長崎地域のｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ、科学技術ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、大学関係者



等） 

○熊本会場 

  日 時 １２月５日（金）１５：００～１７：３０ 

  会 場 くまもと大学連携インキュベータ 

  講 師 田中 雅敏 弁護士、越智 豊 弁理士 

参加者：１７名（熊本地域のｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ、科学技術ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、大学関係者

等） 

 

（４）フードバイオビジネススクール 

崇城大学が経済産業省より認定を受けた「産学連携人材育成事業」との共催のうえ実

施した。平成２０年度は、当協議会が平成１９年度に作成したカリキュラム検討資料を

提供のうえ、数回のプロジェクト検討会議を実施。平成２１年度夏に本格的なスクール

を開催予定。フードビジネスを総合的に学習し、戦略的な事業展開ができる人材育成を

目指す。 

 

３ 連携促進事業 

（１）研究機関等現地研修会（補助対象外） 
機能性食品・健康食品に関連する研究機関や工場等を実際に訪問し先進的な事例につい

て視察・研修を行い、会員の知識向上を通じて今後の業務に役立てる趣旨で下記のとおり

実施。 

○視察先：同仁化学研究所、東洋新薬熊本工場、(独) 農業・食品産業技術総合研究所（九

州沖縄農業研究センター） 

 ○参加者：２０名 

 ○行 程：平成２０年１１月１４日（金） 

 １１：１０ 集合地点１（熊本駅）→貸切バス 

 １１：４０ 集合地点２（熊本県庁）→貸切バス 

 １２：１０ 昼食（くまもとテクノリサーチパーク内） 

     ～１２：５０ 

 １３：００ 同仁化学研究所（熊本県上益城郡益城町） 

     ～１４：００ 

 １４：２０ 東洋新薬（熊本工場）（熊本県菊池郡大津町） 

  ～１５：２０ 

 １５：５０ 独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究所 

～１６：５０ 九州沖縄農業研究センター（熊本県合志市須屋） 

 １７：４０ 解散地点１（熊本駅） 

 １８：１０ 解散地点２（熊本県庁） 



 
（２）九州地域バイオベンチャーフォーラム 

関係者一体となった広域的な産学官連携の促進強化を図るためのシンポジウムを実施。 

＜第１回：鹿児島市＞ 

  ○日時：平成２０年５月２６日（月）１６：１５～１７：５０ 

  ○場所：鹿児島市（ベイサイドガーデン） 

  ○演題：「売れる会社、儲かる会社の戦略と産業クラスター形成の意義」 
  ○講師：㈱ヒューマン・キャピタル・マネジメント 代表取締役社長 土井 尚人 氏 
   ※(社)鹿児島県工業倶楽部と共催で実施。 
  ○参加者：約１００名 
 
＜第２回：福岡市＞ 

○日時：平成２０年６月５日（木）１６：１０～１７：００ 

  ○場所：福岡市（ＪＡＬリゾートシーホークホテル １Ｆアルゴス） 

  ○演題：「味の素株式会社の研究開発（Ｒ＆Ｄ）について」 
  ○講師：味の素㈱ライフサイエンス研究所 尾道 一哉 氏 
   ※通常総会終了後、開催。 

○参加者：約１２０名 
 
（３）バイオトレーニング 
  バイオ関連分野共通の中心技術となる生物由来物質の検索、検出技術の基本原理の学

習と基本操作実習を行った。平成２０年度は、北九州工業高等専門学校と共催で８月２

１日（木）～２２日（金）の２日間実施。 

 

○日程：平成２０年８月２１日（木）～２２日（金） 
  ○場所：北九州工業高等専門学校 細胞工学センター 
  ○受講者：３名（福岡・宮崎・鹿児島の会員より参加） 
        ※九州工業大学、南日本酪農協同㈱、坂元醸造㈱ 

 

（４）バイオイブニングカフェの開催（補助対象外） 

  企業や研究者等が、一定のテーマのもとに小規模に参集し、リラックスした雰囲気の

中で、話題提供や意見交換・交流を行う産学研究交流会「バイオイブニングカフェ」を

実施する。 

 

＜第１回＞ 

○日時：平成２０年５月２３日（金） １８：３０～２０：００ 



○会場：くまもと大学連携インキュベータ １階 会議室 

○話題提供者：熊本大学大学院自然科学研究科 森村 茂 准教授 

○話題：「食品産業副生物は捨てたもんじゃない」－機能性食品への変換を目指して－ 

○出席者：３７人 

＜第２回＞ 

○日時：平成２０年８月２９日（金） １８：３０～２０：００ 

○会場：合志市役所西合志庁舎 ３階会議室 

○話題提供者：東海大学農学部バイオサイエンス学科 小野 政輝 教授 

○話題：「食用果実由来の生物活性物質の探索」 ～特定保健用食品の開発をめざして～ 

○出席者：４０人 

 

＜第３回＞ 

○日時：平成２０年９月２６日（金） １８：３０～２０：００ 

○会場：くまもと大学連携インキュベータ １階 会議室 

○話題提供者：熊本大学バイオエレクトリクス研究センター 勝木 淳 教授 

○話題：「生物の未知の可能性を引き出そう！～瞬間的なエネルギー“パルスパワー”の不

思議～」 

○出席者：２５人 

 

＜第４回＞ 

○日時：平成２０年１２月１８日（木）１７：３０～１９：００ 

○会場：くまもと大学連携インキュベータ １階 会議室 

○話題提供者：熊本県立大学環境共生学部 松添 直隆 教授 

○話題：「野菜の遺伝資源、品種の重要性を知り、食・農業・環境について考えよう！」 

○出席者：２３人 

 

＜第５回＞ 

○日時：平成２１年２月２３日（月）１８：００～２０：００ 

○会場：くまもと大学連携インキュベータ １階 会議室 

○話題提供者：熊本大学大学院自然科学研究科 佐々木 満 准教授 

○話題：「実は簡単！超臨界流体の作り方・使い方～環境対応技術導入のために～」 

○出席者：１９人 

 

＜第６回＞ 

○日時：平成２１年３月１８日（水）１８：３０～２０：００ 

○会場：くまもと大学連携インキュベータ １階 会議室 



○話題提供者：熊本大学大学院医学薬学研究部 有馬 英俊 教授 

○話題：「シクロデキストリン（環状オリゴ糖）の医薬品・化粧品・ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄへの応用」 

○出席者：２０人 

 

４ 販路開拓支援事業 
（１）地場中核事業や大手企業とのアライアンスマッチング事業(継続) 
  地場中核企業や大手企業（商社、百貨店、食品企業等）の有識者を招聘、会員企業等

との商談会を実施。 

 

＜福岡会場＞ 

 ○日時：平成２１年２月３日（火） 

 ○会場：ホテルクリオコート博多 

 ○参加バイヤー：９社 

 ○参加メーカー：９社 

①坂元醸造㈱（会員）、②㈱メディック・メディアエコロジープロジェクト（鳥飼哲夫）

（会員）、③一番食品㈱（会員）、④井口食品㈱（会員外）、⑤㈱イイノ研（会員）、⑥東

方工業㈱（会員）、⑦㈱アップウェル（井上浩義）（会員）、⑧acole-Japan㈱（会員）、⑨

㈲石橋屋（会員） 

 

＜熊本会場＞ 

 ○日時：平成２１年２月４日（水） 

 ○会場：ホテルニューオータニ熊本 

 ○参加バイヤー：９社 

 ○参加メーカー：１０社 

①ホシサン㈱（会員外）、②㈲ファームきくち（会員外）、③㈱釜屋（会員）④㈱健康

予防医学研究所（崇城大学）（会員）、⑤コーラルインターナショナル㈱九州支社（会員）、

⑥㈱マミードルチェ（中村文妃子）（会員）、⑦㈱山内本店（山内彰雄）（会員）、⑧イナ

ダ㈲（会員外）、⑨森川健康堂㈱（会員）、⑩青紫蘇農場㈱（会員） 

 

（２）各種ベンチャーマーケットとの交流事業（補助対象外） 
  九州各地のベンチャーマーケットと連携し、会員企業の積極的な参加を仰ぎ、関係機

関とのマッチングを図る機会を提供。平成２０年度は、ＦＶＭ（福岡ベンチャーマーケ

ット）、二火会（くまもとテクノ産業財団）、二水会（かごしま産業支援センター）関係

の開催情報を会員に提供。 

 

 ○開催情報提供件数：１２件（３月３１日時点） 



 ○会員企業参加実績：７件 

  ・ＦＶＭ： 

㈲石橋屋（福岡県）（新加工技術によるヘルシー麺の販路拡大）×２回 

㈱ﾒﾃﾞｨｲｸ・ﾒﾃﾞｨｱｴｺﾛｼﾞｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（福岡県）（プラセンタを使った商品開発・販売） 

㈱建濃（福岡県）（自然を自然で守る。地球にやさしい微生物群＇Ｋｓ５０＇） 

㈲尾塚水産（鹿児島県）（ウニ資源の有効活用） 

  ・二火会： 

通宝海苔（熊本県）（未利用水産資源を利用した機能性食品及び老人・病院食開発） 

  ・二水会： 

日本澱粉工業株式会社 「ｱﾝﾋﾄﾞﾛﾌﾙｸﾄｰｽの食品素材としての開発」（記念講演） 

 

（３）アンチエイジングカフェ（Ａ２Ｃ）(継続) 
出展企業と一般消費者との間で試食・試飲後、個別面談形式にてアンケート・意見交

換等を実施。機能性食品・健康食品に関する一般消費者の詳細な嗜好・行動に関する情

報収集を行い出展者の事後の販路拡大戦略の参考とした。 
平成２０年度は、下記３会場にて実施。 

 

 ○福岡会場 

開催日時：平成２０年１０月９日（木）１４：００～１６：３０ 
会  場：都久志会館４階（福岡市中央区天神） 
出展者：３社・個人（㈱果実堂、通宝海苔㈱、井上浩義様（アップウェル㈱） 
参加モニター：３０名 
出展商品：㈱果実堂：有機栽培ベビーリーフ、甘夏ドレッシング 

       通宝海苔㈱：海食健美（海苔を使ったサプリメント） 
       井上浩義様（アップウェル㈱）： 

・アップウェルエクストラ（アポラクトフェリン） 
              ・アップウェルファイン（ホエイ分解物） 

            ・ｱｯﾌﾟｳｪﾙｴｸｽﾄﾗ、ｱｯﾌﾟｳｪﾙﾌｧｲﾝ配合健康食品 
○鹿児島会場 

開催日時：平成２０年１１月５日（水）１４：００～１６：３０ 
会  場：ＮＣサンプラザ（鹿児島市・天文館） 
出展者：３社（うち 2社は商品出品）（マダム・ボー㈱、日本有機㈱、坂元醸造㈱） 
参加モニター：３０名 
出展商品：マダム・ボー㈱：桑茶、にんじん茶、ポタージュ（さつま芋、ゴーヤ、

赤野菜） 
        日本有機㈱：さつま芋冷麺 



        坂元醸造㈱：黒酢、リンゴ酢、くろずキャンディー、くろずゴーヤ、 

くろずカルシウム 

○大分会場 

開催日時：平成２０年１２月１０日（水）１４：００～１６：３０ 
会  場：大分商工会議所（大分市長浜町） 
出展者：３社・個人（㈱日本生物・科学研究所、三和酒類㈱、岡本浩様（㈱イイノ研） 
参加モニター：３０名 
出展商品：（１）㈱日本生物・科学研究所 

ナチュナルスーパーキナーゼⅡ（ナットウキナーゼ商品） 
手摘み有機あした葉青汁 
発酵グルコサミン＆胡麻カルシウム 

（２）三和酒類㈱ 
    虚空蔵麦酢 
（３）岡本浩様（㈱イイノ研） 
   血栓溶解酵素、竹炭豆、羅漢果糖、金時しょうが、エンバランス、木酢液 

 ○プログラム（各会場共通） 

１４：００～１４：０５ 開会挨拶 
・九州地域バイオクラスター推進協議会事務局 

   １４：１０～１４：５５ 第一部 
               ・出展企業プレゼンテーション 
               ・アンケート記入 
   １５：００～１６：３０ 第二部 
               ・グループインタビュー及び健康食品の試食・試飲と意見交換 
               ・アンケート記入 
 

（４）展示会出展事業 

機能性食品・健康食品関連に特化し最新製品・技術情報発信を目的とした｢食品開発展

２００８｣に会員企業と共同出展を行い、国内外の参加者に対しＰＲを実施するとともに

九州からの出展者・参加者に対し会員勧誘活動を実施。 

  また、広域的ネットワークの形成、協議会活動 PR、会員勧誘活動等のため農林水産省

主催の「全国バイオビジネスマッチング in 札幌２００８」「アグリビジネス創出フェア

２００８」「アグリビジネス創出フェア in 九州２００８」等に出展した。 

 

 ＜食品開発展２００８＞ 

○期間：平成２０年１０月１５日（水）～１７日（金） 

○会場：東京ビッグサイト 東ホール 



○共同出展者：一番食品㈱、（独）中小企業基盤整備機構 

  ○ブース来訪者数：１５０人 

 

＜全国バイオビジネスマッチング in 札幌２００８＞ 

○期間：平成２０年９月８日（月）～９日（火） 

○会場：札幌コンベンションセンター 

  ○参加会員：日本有機㈱ 

○ブース来訪者数：５０人 

 

＜アグリビジネス創出フェア２００８＞ 

○期間：平成２０年１０月２９日（水）～３０日（木） 

○会場：東京国際フォーラム 

○参加会員：青紫蘇農場㈱、尾塚水産㈱、日本有機㈱、ビジョンバイオ㈱、宮崎大学、 

        佐賀大学、九州大学、鹿児島大学、大分大学 

○ブース来訪者数：１２０人 

 

＜アグリビジネス創出フェア２００８in 九州＞ 

○期間：平成２０年１１月１２日（水）～１３日（木） 

○会場：久留米リサーチパークビル展示場 

○参加会員：新日本製薬㈱、三和酒類㈱、味の素㈱九州事業所、微漢研・環境バイオ

マス技術研究所、㈱メディック・メディアエコロジープロジェクト 

○ブース来訪者数：７０人 

 

（５）国際マーケティング支援（補助対象外） 

海外の最新事情に関し、提案のあった会員企業に調査してもらい会員全体にフィード

バックすることを条件に、旅費等を助成。公募により、平成２０年度は１社を採択。 

 

  ○採択者：（有）石橋屋 

  ○採択案件：ニューヨークフードビジネスショー出展における日本食品に対する米国

の消費者嗜好等に関する調査 

 

（６）アジア国際ビジネスミィーティング 

久留米リサーチパーク及び福岡県バイオ産業拠点推進会議、(財)貿易研修センターとの

共催事業として実施。韓国、中国、タイ、インドなどアジア各国の主要バイオクラスター

と国内のバイオ研究機関や企業の皆様が一堂に会し、研究開発やビジネスの連携・支援・

協力を深めるためのフォーラムを開催。また、同時開催で日本を含むアジア各国から様々



な企業が参加し、企業プレゼンや商談会も実施され、当協議会会員からも数社が参加。 

 

＜開催概要＞ 

開催日時：平成２０年１０月１４日(火)９：３０～１９：３０ 

会  場：久留米萃香園ホテル（福岡県久留米市櫛原町８７） 

開催プログラム： 

 ９：３０～９：５０ 開会行事 

  主催者挨拶（福岡県バイオ産業拠点推進会議議長 杉岡 洋一 氏） 

  主賓挨拶（福岡県知事 麻生 渡 氏、久留米市長 江藤 守国 氏） 

 ９：５０～１２：４５ 集いのフォーラム 

  ■基調講演（韓国 春川バイオ産業振興委員長 高 仁泳 氏） 

  ■研究成果発表 

  □中国瀋陽市人民政府副市長 鄒 大挺 氏） 

  □日本ﾆﾑﾗ・ｼﾞｪﾈﾘｯｸ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ（ＮＧＳ） 二村 聡 氏 

  □韓国幹林大学自然医学研究所 教授 Hong Won Suh 氏 

  □久留米大学先端癌研究センター 教授 山田 亮 氏 

  □韓国国際治験センター 教授 Jae-Gook Shin 氏 

  □日本治験ネットワーク福岡 事務局長 荒谷 秀和 氏 

  

１３：４０～１７：３０ 企業プレゼン（各国企業から１２社） 

  （１）（日本）日本ベセル㈱ 

    ～生体材料を基にした医療用材料及び医療器具～ 

  （２）（中国）遼寧成大生物株式有限公司 

    ～狂犬病ワクチン、不活性化日本脳炎ワクチン～ 

  （３）（韓国）チョンドチェヤク㈱ 

    ～インビトル試験用診断薬の製造・輸出入～ 

  （４）（日本）グリーンファーム㈱ 

    ～有機肥料、培養土、化学肥料、堆肥、屋上緑化用土、ごま油製品、カノーラ油

ケーキ 

  （５）（中国）遼寧諾康生物製薬有限責任公司 

    ～イチョウ葉由来の軟カプセル～ 

  （６）（マレーシア）ＡＡＲＧＹＰサイエンティフィック㈱ 

    ～健康管理商品、バイオテクノロジー～ 

  （７）（日本）㈱ネクストファー 

    ～バイオテクノロジー、技術支援～ 

  （８）（韓国）㈱レジェロン 



    ～ヒト成長ホルモン入り化粧品～ 

  （９）（日本）（有）エコプラン 

    ～微生物を利用した生ゴミ粉砕機～ 

 （１０）（中国）遼寧省医薬実業有限公司 

    ～医薬品卸商～ 

 （１１）（日本）ソフトケア有限会社 

    ～制御用医療機器のデザイン・デザイン・開発・製造～ 

 （１２）（中国）瀋陽東宇薬業有限公司 

    ～医薬品及び原末～ 

 （同時刻開催）     商談会 

  ＜参加企業＞ 

 （中国）１０企業  （韓国）５企業  （マレーシア）１企業  （日本）１３企業 

 １７：３０～１７：４０ 閉会行事（共同声明と次回開催国からの挨拶） 

 １７：４５～１９：３０ 交流の Place 

  開会挨拶 (財)貿易研修センター専務理事 赤津 一郎 氏 

  乾杯挨拶 九州地域バイオクラスター推進協議会会長 小野 友道 

 

５ 情報提供事業 
（１）情報発信・提供事業 
  協議会の活動状況、バイオ関連イベント・公募情報等につき、メールマガジン、ホー

ムページ、会報等を通じ会員対し情報提供を実施。 

 

 ○メールマガジン、ＨＰによる情報提供実績 １５０件（３月３１日時点） 

（HP 新着情報：１５０件、活動報告３５件、グラント情報１２件） 

○会報発行（年３回 ８月、１２月、３月） 

 

 

 

 

 



第２号議案

【収入の部】 予算額 決算額 差額 備　　　　　　　　考
会　費

4,662,000 5,664,000 1,002,000

H20会費収入：5,634,000（個人79口＋団体86）
(H20年度未納：228,000　個人18口＋団体2口）
（H19過年度会費：30,000　個人5口）

雑収入

504,000 854,729 350,729

総会時交流会負担金　330,000
利息（上期）2,560＋利息（下期）3,169
バイオトレーニング（材料費参加者負担）75,000
展示会出展参加者負担金 444,000

繰越金
2,245,130 2,245,130 0 Ｈ１９年度から繰越

合　計
7,411,130 8,763,859 1,352,729

【支出の部】 予算額 決算額 差額 備　　　　　　　　考
総　会・理　事　会

1,078,000 757,064 320,936 会場代、交流会費、職員旅費等

ﾈｯﾄﾜｰｸ強化委員会強化委員会
（企画運営委員会）事業 198,000 0 198,000

地域間ﾈｯﾄﾜｰｸ強化・構築事業
9,000 7,518 1,482 職員旅費

九州地域ﾊﾞｲｵ関連企業ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ運営事業
600,000 585,538 14,462 データーベース作成委託費

ＩＭと弁理士・弁護士とのﾈｯﾄﾜｰｸ構築事業
0 10,200 -10,200 講師旅費

ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙ（経営者教育）事業
0 0 0

研究機関現地研修会
270,000 54,652 215,348 バス借り上げ等

九州地域バイオベンチャーフォーラム開催
0 0 0

バイオトレーニング
0 144,312 -144,312 実験研修材料費

各種ﾍﾞﾝﾁｬｰﾏｰｹｯﾄとの交流事業
90,000 0 90,000

アライアンスマッチング事業
0 28,662 -28,662 雑費（バイヤーお茶代等）

ｱﾝﾁｴｲｼﾞﾝｸﾞｶﾌｪ（Ａ２Ｃ）
180,000 158,000 22,000 モニター謝礼

展示会出展事業
1,100,000 444,000 656,000 出展関連費用（小間代等）

国際ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ支援事業
550,000 100,000 450,000 採択者補助

アジア国際ビジネスミィーティング
0 7,492 -7,492 会長旅費

情報発信提供事業
（会報発行･ﾛｺﾞ作成） 2,570,000 2,304,953 265,047 会報作成委託、ロゴデザイン等

事務局管理費等
200,000 138,925 61,075 通信運搬費（電話代、切手、宅急便、職員旅費）

予備費
100,000 0 100,000

繰越金
466,130 4,022,543 -3,556,413

合　計
7,411,130 8,763,859 -1,352,729

平成２０年度九州地域バイオクラスター推進協議会（会費事業）収支決算書


